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本学府のアドミッション・ポリシー(入学者受入方針)

生物システム応用科学分野の学際性、融合性を考慮し、分野や履

歴にとらわれずに幅広く学生を受け入れる。

高度の専門的・学際的知識の習得と知の開拓に強い意志を持ち、

最新の科学技術の展開に関心を抱き、実践的に行動する意欲を持っ

た学生を広く国内外から受け入れる。



(後期課程)

指導予定教員との連絡について(必須)

出願にあたっては、志望する指導予定教員へ連絡をとり、研究内容及び学力

試験日程等の確認を必ず、行ってください口

また、合格した場合は、指導予定教員へ連絡し、今後の研究計画等の打ち合

わせを必ず行ってください口

生物システム応用科学府 (BASE)事務室



平成 27年10月入学(第二次募集)
平成 28年4月入学

東京農工大学大学院生物システム応用科学府
生物機能システム科学専攻博士後期課程(博士)学生募集要項

本専攻は前期課程(修士)と後期課程(博士)からなり、この募集要項は後期課程(博士)について

のものである。

本学府に関する概要、所属教員の研究内容等については別添案内「東京農工大学大学院生物システ

ム応用科学府」を参照のこと。

1 募集専攻・募集人員等

専 攻 名 募集人員 備 考

募集人員には、外国人

生物機能システム科学 12名 留学生若干名及ぴ社会人

特別選抜を含む。

2 出願資格

次の各号のいずれかに該当する者とする。

(1)修士の学位を有する者又は専門職学位を有する者及び入学する月(10月又は 4月)の前まで

に当該学位を取得見込みの者

(2)外国において、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び入学する月

(10月又は4月)の前までに取得見込みの者

(3)外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が固において履修し、修士の学位又は専門

職学位に相当する学位を授与された者及び入学する月 (10月又は4月)の前までに取得見込み

の者

(4)我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において

位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該教育課程を修了し、

修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者

(5) 国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との聞の協定の実施に伴う特別措置法(昭和51

年法律第72号)第 1条第2項に規定する1972年12月11日の国際連合総会決議に基づき設立され

た国際連合大学(以下、「国際連合大学」という。)の課程を修了し、修士の学位に相当する学

位を授与された者及び入学する月 (10月又は4月)の前までに当該学位を取得見込みの者

(6)外国の学校、上記 (4)の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し、大学

院設置基準(昭和49年文部省令第28号)第16条の2に規定する試験及び審査に相当するものに

合格し、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者

(7)文部科学大臣の指定した者

① 大学を卒業し、大学・研究所等において、 2年以上研究に従事した者で大学院において、

当該研究の成果等により、修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力があると

認めた者
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② 外国において学校教育における16年の課程を修了した後、又は外国の学校が行う通信教育

における授業科目を我が固において履修することにより当該外国の学校教育における16年の

課程を修了した後、大学・研究所等において、 2年以上研究に従事した者で、大学院におい

て、当該研究の成果等により、修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力があ

ると認めた者

(8)個別の入学資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力がある

と認めた者で、入学する月の 1日現在24歳に達した者

注) i出願資格 (7)・(8)Jにより出願する者は、事前審査を行う。 (i出願資格 (7)・(8)の認定について」
7頁参照のこと。)

3 出願期間
平成27年6月22日(月)から 6月23日(火)まで。

窓口受付時間は、 9時30分-11時30分、 13時30分-16時まで。

4 出願手続
一般選抜により受験を希望する者は、 15 一般選抜(3頁)Jの項を参照し、また社会人特別選

抜により受験を希望する者は、 16 社会人特別選抜 (4頁)Jの項を参照し、所定の出願書類等を

出願期間中に事務室へ郵送又は持参すること。郵送する場合は、封筒の表に「博士後期課程出願書

類在中」と朱書し、書留速達で送付すること。 6月23日(火)までに到着したものを受理する。

出願書類提出先及び問い合わせ先

東京農工大学大学院生物システム応用科学府事務室

〒184-8588 東京都小金井市中町2-24-16 東京農工大学小金井キャンパス内 BASE本館(2階)

TEL 0 4 2 (3 8 8) 7 2 1 7 (直通)
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5 一般選抜

平成27年10月入学(第二次募集) ・平成28年4月入学併せて実施する。

一般選抜は、学力検査と書類選考を総合して行う。

身体に障害がある者で受験上及び修学上特別な配慮を希望する者は、大学院生物システム応用科

学府事務室へ申し出ること。

(1)出願書類等

出願書類 注 意 事 項

A 入 学 志 願 票
「志望する指導予定教員」の欄は必ず記入すること。(所定用紙)

B 
写真票・受験票 写真票・受験票には、脱帽上半身で志願者本人と判る写真(タテ 4cmxヨコ

(所定用紙) 3 cm) を貼付すること。

C 修了(見込)証明書
出身大学院が作成した博士前期課程又は修士課程修了(見込)証明書を提出

すること。ただし、出願資格 (7)・(8)に該当する者は、提出不要。

D 成績 証 明 書
出身大学院で作成したものを提出すること。ただし、出願資格 (7)・(8)に

該当する者は、提出不要。

博士前期課程又は修士課程修了者及ぴ大学院に在学中の者は、修士論文の内

E 
修士論文の概要 容を日本語で2，000字(英語の場合は500words)以内に要約した概要を提出す

(所定用紙) ること。なお、修士論文に関連した別刷又はその写しがある場合は添付するこ
と。ただし、出願資格 (7)・(8)に該当する者は、提出不要。

F 
研究計画書 博士後期課程における研究計画を2，000字以内にまとめること。なお、作成

(所定用紙) に当たっては、必ず志望する指導予定教員に連絡し、確認を得ておくこと。

G 志望理由書
本学研究生(指導教員が本学府の教員である場合に限る)は、提出不要。(所定用紙)

1)外国人は、住民票の写し(国籍等、在留資格、在留期間及び在留期間の満
H 住民票の写し等 了の日が記載されたものに限る。)又は、パスポートの写しを提出すること。

2)国費留学生は、国費外国人留学生証明書を提出すること。

30，000円〔入学検定料払込用紙に志願者の住所・氏名(フリガナ)を記入のう
え、支払期限までに郵便局窓口で支払い、「振替払込受付証明書」を入学検定

I 入 学 検 定 料 料納付確認、票に貼り付けて本学に提出すること。〕

※本学の学府・研究科から引き続き本課程に進学する者及び入学後の国費外国

人留学生の奨学金支給延長が決定している外国人留学生は納入不要。

受付絡(所用受シール及び 必要事項を記入すること。なお、提出後住所等の変更があった場合は、速やI 連 信先シール
定用紙) かに連絡すること。

(2)学力検査

提出された修士論文の概要と研究計画などを参考にして関連する専門分野及び語学の試験を行う。

なお、論文等を外国語で発表している場合には、書類審査の上、語学の試験を行わないことが

ある。

(3)学力検査日及び、場所

検査日:平成27年8月21日(金)

場所:東京農工大学小金井キャンパス内

なお、試験会場等の詳細については、別途出願者に通知する。
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6.社会人特別選抜

平成27年10月入学(第二次募集) ・平成28年 4月入学併せて実施する。

(1)趣旨

近年の生物システム応用科学の目覚ましい進展に伴い、社会の各方面から本学府で対象とする専

門分野のエキスパートの養成が強く求められている。このような社会の要請及ぴ専門技術者の再

教育の必要性に応えるため、本学府博士後期課程では、社会人を積極的に受け入れ、大学と社会

との一層の交流を目指す。

(2)選抜方法

各種研究機関、教育機関、企業等に 1年以上勤務中の者又は最終学校卒業後 1年以上職にあっ

た者については、一般選抜とは別に学力検査と書類選考を総合して選抜を行う。

身体に障害がある者で受験上特別な配慮を希望する者は、大学院生物システム応用科学府事務

室へ申し出ること。

なお、一般選抜との併願は認めない。

(3)出願書類等

出願書類 注 意 事 項

A 入 学 志 願 票
「志望する指導予定教員」の欄は必ず記入すること。(所定用紙)

B 
写真票・受験票 写真票・受験票には、脱帽上半身で志願者本人と判る写真(タテ 4cmx

(所定用紙) ヨコ 3cm) を員占付すること。

C 修了証明書
出身大学院が作成した博士前期課程又は修士課程修了証明書を提出するこ

と。ただし、出願資格 (7)・(8) に該当する者は、提出不要。

D 成績 証 明 書
出身大学院で作成したものを提出すること。ただし、出願資格 (7)・(8) に

該当する者は、提出不要。

研究業績一覧 研究業績等(学術論文、研究発表・報告、特許等)について記入し提出す
E (所定用紙)及び ること。なお、その研究業績等の別刷又は写し等がある場合にはそれらも併

研究業績等の別刷 せて提出すること。

F 在職(在籍)証明書 主な職歴について、所属長等が作成し職務内容及び在職期間が明記された

(様式随意) 在職(在籍)証明書を提出すること。

G 
研 究 計 画 書 博士後期課程における研究計画を2.0∞字以内にまとめること。なお、作成

(所定用紙) に当たっては、必ず志望する指導予定教員に連絡し、確認を得ておくこと。

H 
志望理由書 志望理由を横書きで2，000字以内にまとめること。

(所定用紙)

1)外国人は、住民票の写し(国籍等、在留資格、在留期間及び在留期間の満了

I 住民票の写し等 の日が記載されたものに限る。)又は、パスポートの写しを提出すること。

2)国費留学生は、国費外国人留学生証明書を提出すること。

30，000円〔入学検定料払込用紙に志願者の住所・氏名(フリガナ)を記入の

J 入 学 検 定 料 うえ、支払期限までに郵便局窓口で支払い、「振替払込受付証明書Jを入学検

定料納付確認票に貼り付けて本学に提出すること。〕

受付用シール及び 必要事項を記入すること。なお、提出後住所等の変更があった場合は、速や
K 連絡(所受信先シール

定用紙) かに連絡すること。
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(心学力検査

提出された研究業績、研究計画などを中心に、関連する専門分野についての口述試問を行う。

(5)学力検査日及ぴ、場所

検査日:平成27年8月21日(金)

場所:東京農工大学小金井キャンパス内

なお、試験会場等の詳細については、別途出願者に通知する。

7 合格者発表
合格者は、平成27年9月7日(月)午前10時、小金井キャンパスBASE本館 1階掲示板で発表する。

合格者には受験票により確認のうえ合格通知書等を郵送する。

8 入学手続

(1)平成27年10月入学者

日時:平成2，，/年9月17日(木)13時30分-16時

場所:小金井キャンパス内BASE本館 1階講義室(予定)

(2)平成28年4月入学者

日時:平成28年3月17日(木)13時30分-16時

場所:小金井キャンパス内 BASE本館 1階講義室 1 (予定)

(3)入学に要する費用等

① 入学科・…・・282，000円

② 授業料

平成28年4月入学…年額 535，800円(前期分 267.900円、後期分 267.900円)

ただし、在学中に授業料改定が行われた場合には、改定時から新授業料が適用される。

(4)必要書類等

在職のまま入学を希望する者は所属長等の入学承諾書(所定用紙)を提出しなければならない。

(支払った入学費用等は返却できませんので、ご留意ください。)

また、他の大学院に在学中の者は退学証明書を提出しなければならない。

なお、提出できない場合は入学許可を取り消すことがある。

(5)その他

身体に障害がある者で修学上特別な措置を希望する者は、大学院生物システム応用科学府事務

室へ申し出ること。

9 注意事項
(1)出願に当たっては、志望する指導予定教員に連絡し、確認を得ておくこと。

(2)学力検査には必ず、受験票を携帯すること。

(3)出願手続後における提出書類の内容変更は、認めない。

(4)本要項及び大学からの指示する諸事項を守らない場合は、受験できない場合がある。

(5)入学試験に関する照会は、 2頁に記載の出願書類提出先とする。

(6) これ以外の試験に関する注意事項は、出願時に配布する。

'(7)納入した検定料は、いかなる理由があっても払い戻さない。

(8)本試験に関する変更等が生じた場合は、直ちに志願者に通知する。
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10 専修及び教育研究分野教員一覧

教育研究分野名 教 員 名

教授 荻 野 賢 司
物 質 機 官E 設 計

准教授 Wuled Lenggoro 

教授 銭 衛 華

物 質 機 自E 応 用

准教授 稲 i事 晋

教授 中 回 と刃まてp 隆

物 質 機 自E 分 析

准教授 橋 本 洋 平

教授 岩 井 俊 E百

生体医用フォトニクス

准教授 西 舘 泉

教授 3野 藤 隆 文

生体モデル知覚システム

准教授 田 中 雄 一

准教授 石 回 寛
環境機械システム

准教授 池 上 貴 志

教授 山 田 晃

生体・環境応用システム

准教授 上 回 祐 樹

教授 梶 田 真 也

資源生物創製科学

新任教員着任予 定

物質エネルギーシステム 教授 神 谷 秀 博

物 質 エ ネ ル ギ ー 設 計 准教授 富 永 洋 一

エネルギーシステム解析 教授 秋 津 淳

生物情報計測システム 准教授 桝 回 晃 司

食 料 安 全 科 学 教授 佐 藤 "1f 

生物応答制御科学 准教授 梅 津 泰 史

生態系型環境システム 教授 豊 回 向。 己

環境モニタリングシステム 准教授 赤 井 伸 19 
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出願資格 (7)・(8)の認定について

出願資格の認定とは、本学府への出願資格の有無を判定するためのものであり、下記のとおり実施

する。

1.申請書類受付日時

受付日・…・・平成27年6月8日(月)- 6月9日(火)

受付時間…...9時30分-ll時30分、 13時30分-16時

受付場所…・・・小金井キャンパスBASE本館 (2階)大学院生物システム応用科学府事務室

なお、やむを得ず郵送する場合は、必ず封筒の表に「博士後期課程出願資格認定書類在中J
と朱書し、書留速達で送付すること。 6月9日(火)までに到着したものを受理する。

2.提出書類等

ア)出願資格認定申請書(所定用紙)

イ)卒業証明書(出身大学等最終学校長が作成したもの)

ウ)成績証明書(出身大学等最終学校長が作成し厳封したもの)

但し、卒業後10年以上を経過した者については、提出する必要はない。

エ) 4頁に掲げる出願書類のうち、 E、F、Hを提出すること。

3.認定審査

本学府において、提出書類及び面接等により認定審査を行う。

4.認定結果

平成27年6月19日(金)午前10時に、小金井キャンパスBASE本館 1階掲示板で発表する。

5.出願手続

出願資格の認定を受けた者は、一般志願者と同様に出願手続を行うこと。
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11 所 在 地

東京農工大学小金井キャンパス案内図

JR中央線

。交通機関

JR中央線東小金井駅 (新宿から約25分)南口から徒歩約8分

武蔵小金井駅(立川から約13分)南口から徒歩約13分

干184一郎88東京都小金井市中町2丁目24-16 ft (0 4 2) 3 8 8 -7 2 1 7 (直通)

東京農工大学大学院生物システム応用科学府
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受 験 志 願 者 各位

東京農工大学大学院

生物システム応用科学府

提供いただいた情報の利用について

受験出願に際し提供いただいた個人情報は、本学のプライバシーポリシー

(平成17年8月公表 URL.h句 ://www.tuat.ac.jp/)に規定する利用目的に沿って

利用するものであり、その利用目的以外の目的に利用することはありません。
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平成27年10月入学 東京農工大学大学院

生物システム応用科学府生物機能システム科学専攻(博士後期課程)

入

一 般
選抜区分

ふ り iJf な

氏 名

学 志 願

選 抜 社会 人特別 選 抜

(該当事項を Oで囲むこと。)

@ 
万丈

※ 

受験番号

性 別 男・ 女
生年月 日 (昭和・平成) 年 月 日 生( 歳)

教育研究分野名 |志望する
指導予定教員

大学 学部 学科

年 月卒業

出身大学

大学大学院
研究科
教育部 (修士・博士前期)
学府

専攻 年 月 修了・修了見込

勤 務 先 会社名 役職名

及 ぴ T 

職 業 TEL 

現 住 所
T 

TEL 

合 格 通知等 T 

受取場所 TEL 

履 歴 書

年月 事 項

寸jU4.ー 歴

高等学校卒業から記入

して下さい。なお、大学

等で研究生として在学歴

がある場合は、その期間

も記入して下さい。

職 歴

備 考

資格、賞罰等がある場

合は記入して下さい。



平成27年10月入学 平成27年10月入学

東京農工大学大学院 東京農工大学大学院

生物システム応用科学府生物機能システム科学専攻 生物システム応用科学府生物機能システム科学専攻

(博士後期課程) (博士後期課程)

写 亘 万iHてF 受 験 刀耳Zミ1 

写真欄 写 真 欄

写真は脱帽上半身 写真は脱帽上半身

4cmX3cm 

一ーーー一一一一一ーーーーーーー一一一一」

&粗×3cm 」l 

ーーーーーーーー』ーーーーーーーーーーー

※ ※ 

分教育 分教育

野研究 野研究

教指導

員名予定

教指導

名員 予定

ふりがな ふりがな
..・..""..，...."..・ .. ・・ 4・ 目‘喝喝 6・ ・・・・・・"...， ‘・・ ・ 4・4・・・・ ι ‘ 4 ......... 

氏 氏

名 名

年 月 日生 生 年月 日 I(昭和執) 年 月 日生

注) 1※印欄は記入しないで下さい。 注) 1※印欄は記入しないで下さい。



平成28年4月入学 東京農工大学大学院

生物システム応用科学府生物機能システム科学専攻(博士後期課程)

入

一 般
選抜区分

』ミ り 'fJ< な

氏 名

学 志 願

選 抜 社会人特別選抜

(該当事項を 0 で囲むこと。)

百王手
刀ヨミ

※ 

受験番号

性 別 男-女
生 年 月 日 (昭和・平成) 年 月 日 生( 歳)

教育研究分野名
指導予定教員

大学 学部 学科

年 月 卒業

出 身 大 学
研究科

大学大学院 教育 部 (修士・博士前期)
学府

専攻 年 月 修了・修了見込

動 務 先 会社名 役職名

及 ぴ T 

職 業 TEL 

現 住 所
T 

TEL 

合 格 通知等 T 

受取場所 TEL 

履 歴 書

年月 事 項

.二止子ι 歴

高等学校卒業から記入

して下さい。なお、大学

等で研究生として在学歴

がある場合は、その期間

も記入して下さい。

職 歴

備 考

資格、賞罰等がある場

合は記入して下さい。



平成28年4月入学 平成28年4月入学

東京農工大学大学院 東京農工大学大学院

生物システム応用科学府生物機能システム科学専攻 生物システム応用科学府生物機能システム科学専攻

(博士後期課程) (博士後期課程)

写 真 耳百五て 受 験 刀p::gて

「ー一ーーーー一ーーーー一一一一一一ー一一寸

写真欄 写真 欄

写真は脱帽上半身 写真は脱帽上半身

4cmX3cm 4cmX3cm 

ー ーーーーーーーーーーー__I L_ーーーーーーーーーー ー 」

験草受
※ ※ 

分教富 分教育

野研究

教指導

員名予定

教指導

員名予定

ふりがな ふりがな
-・ 4・ ・・・ ・・ ".... ... .. 6・ ・・ ・4・・・・.... - ・・・・ 4・4・4・ ・・・・ 6匹 4・ ・・・ ・唱J唱句...

氏 氏

名 名

年 月 日生 年 月 日生

注) 1※印欄は記入しないで下さい。 注) 1※印欄は記入しないで下さい。



修 士 論文 の 概要

※ 

受験 教育研究
氏名

番号 分 野

修 士 論 文 題 目

修 士 論 文 の 概 要

. 

注) 修士論文の内容を具体的、かつ簡明に記入すること。なお、必要に応じては図、表、式等を用いても良い。

※印は、記入しないこと。



研 究 業 績 覧

奇襲

受験 教育研究

番号 分 野
氏 名

学術論文、研究発表・報告、特許等の名称
発行又は 発行所、発表雑誌等又は 備考(共著者名又は

発表の年月日 発表学会等の名称 共 同発表 者名)

注) 年代順に記載のこと。また、学術論文等は、別刷又は写を添付すること。

※印は、記入しないこと。



研 究 計 画 書

※ 

受験 教育研究
氏名

番号 分 野

研 究 (希 望) 題 目

研 究 ( 希 望 ) 計 画 の 概 要

¥ 

注) ※印は、記入しないこと。



士山山
亡11
三五 理 由 書

東京農工大学大学院生物システム応用科学府生物機能システム科学専攻(博士後期課程)の入学志望者、私

は下記により志望します。

平 成 年 月 日

所属職名等

氏 名 @ 

。志望理由、過去の研究歴や職務内容と博士後期課程において希望する研究内容との関係等について 2，ωo字以内で記入してください。

注) ※印は、記入しないことロ



東 京 農 工 大 学 大 学 院

生物システム応用科学府生物機能システム科学専攻(博士後期課程)

入学試験出願資格認定申請書

b り が な
現 職

氏 名
@ 

寸ー

生年月日(年令) (昭和・平成) 年 月 日( 歳) 現 住 所
TEL 

学 歴

年月 日 事 項

職 歴(研究・開発等の業務内容を詳しく記入して下さい。)

年月 日 事 項

学会及び社会における活動状況

年月日 事 項



入学 承諾書

氏名

このたび、上記の者が在職のまま貴大学大学院生物システム応用科学

府生物機能システム科学専攻(博士後期課程)に入学することを承諾し

ます。

平成年月日

東京農工大学大学院

生物システム応用科学府長 殿

ヘ

住所

所属機関

所属長 ⑮ 



入学検定料納付確認票

|主験番号|※ | 

「振替払込受付証明書」を

貼り付けてください。

(注意)

l郵便局・ゅうちょ銀行の受付

日附印がないものは無効です。

2.振替払込受付証明書の所定欄

に志願者住所・氏名を必ず記

入してください。

3.振替払込請求書兼受領証は大

切に保管し、ここに添付して

はいけません。

4.納入された入学検定料は原則

返還しません。

※印欄は記λしないでください。



入学検定料払込用紙
・本払込用紙に，志願者(ご依頼人)の住所・氏名(フリガナ)を記入のうえ噌支払期限までに郵便局・ゅうちょ銀行窓口で、お支払いください0

・右端の「振替払込受付証明書」を，入学検定料納付確認票に貼り付けて提出してください。(受付局日附印のないものは無効)

「振替払込請求書兼受領証」は受領証書となります。改めて本学から受領証書は発行いたしませんので，大切に保管してください。

し、さだく用使...，・

‘ーてつ取り切

T
i
I
 

一
周

一

宮

A

F

1

J

一
割
、

jω

一

愉

用

城

一
書
出
島

一

明

提

順

一

摺

神

胡

一
劃

b
人

一

λ
一

込

一

払

浩

一
替

1

一

振

却

畢

-

切

り

取

ら

な

い

で

お

出

し

く

だ

さ

L

幡

口座記号 00120-8-463426 番号

加入者名 国立大学法人東京農工大学

千 l百 十 l万 l千 百 1十 l円

金 額 1310 01010 
※(志願者住所氏名)

ご依頼人

住所氏名

JZ成 28年度
日 附 印

学検定料

学院生物シス
ム応用科学府

付局日附印の
いものは無効

車京貯金事事センター瞳1232号)

振替払込請求書兼受領証

01011|210 H 81 
百 l十|万|千 百。十 l番

:4:6:3 4: 2:6 
加入室国立大学法人東京農工大学

金 千 l百 十 l万 l千 百 l十 l円

額 1310 01010 
志願者氏名 (7リガナ)

ザや濃

、ー

依

頼
人

様

料
(情費植込み) 日 附 印

金
円

備

考

記
載
事
項
を
訂
正
し
た
場
合
は
そ
の
箇
所
に
訂
正
印
を
押
し
て
く
だ
さ
い

切
り
取
ら
な
い
で
お
出
し
く
だ
さ
い

払 込 取 扱 票
口座記 号 番 号

金
千 l百 十 1万 l千 百 l十 1円

00120H8 H 14631426 額 1310 01010 

加重 国立大学法人東京農工大学
料 備

金 考

※平 成28年度入学検定料

通 東京農工大学 大学院生物システム応用科学府

信
生物機能システム科学専攻

博士後期課程
欄 支払期限平成27年6月23日

必ず窓口で払い込み、 ATM(現金自動預払機)は利用しないでください。

ヲ時 志願者住所(郵便番号
、ー ※ 
依 日

頼 志願者氏名(フリガナ)

人 様 附

(電話番号

裏面の注意事項をお読みください。(ゅうちょ富桁)(私製承毘東第43999号) 正日
ーーーーーーーー一一一一ーーーーーーーー4・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

これより下部には何も記入しないでください。

各
票
の
※
印
欄
は
、
ご
依
頼
人
に
お
い
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。



ーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一寸一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一「一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一「一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一

: (ご注意)
i -この用紙は、機械で処理しますので、

i 金額を記入する際は、枠内にはっきり

| と記入してください。また、本票を汚

l したり、折り曲げたりしないでください。

! ① 入学検定料は、必ずこの払込用 ! ・この用紙は、ゅうちょ銀行又は郵便

| 紙を使用して郵便局・ゅうちょ銀 | 局の払込機能付きATMでもご利用いた

| 行で払い込んでください。 | だけます。
| ・この払込書を、ゅうちょ銀行文は郵

! 便局の渉外員にお預けになるときは、

! ② 払込の際に日附印を押印した | 引換えに預り証を必ずお受付取りくだ

r振替払込受付証明書jを受け取 | さい。
| り、入学検定料納付確認票の指定 | ・この用紙による、払込料金は、ご依

l 欄に貼り付けて提出してください。 i 頼人様が負担することとなります。
i -ご依頼人様からご提出いただきまし

| た払込書に記載されたおところ、おな

| (注意) ! まえ等は、加入者様に通知されます。

| 入学者住所、氏名欄に記入漏れが | ・この受領証は、払込みの証拠となる

! ないか、郵便局・ゅうちょ銀行の日 ! ものですから大切に保管してくださいo

i 附印が漏れていないか、確認の上提 i 
| 出してください。 | 
i (記入漏れ、日附印のないものは無 | 
| 効となります。)

紙

上

付

nv
ド
し
め

E
ト

寸

J
1
4

ヘ

n
H
ド
J

入

肝

J'J

収

3

貼

この場所には、何も記載しないでください。



生物機能システム科学専攻(博士後期課程)

'性 出

氏 名 及
}JU 出 身

ふりがな (大学)

男 年
.1............... 咽咽 ..曹曹

女 (大学院)

(昭和・平成) 年 月 日生 年

郵便番号 1 千 T 

住所

氏名 殿

(※ (※ 

①※印欄は記入しないでください。

②このシールは、台紙にのり付けされたままの状態で提出してください。

③教育研究分野名、指導予定教員は、 6頁を参照してください。

受付用シール

身 大 学 教育研究 学籍番号 検定料
7y グループ名

分野名
指導予定教員 入学期 (本学卒業) の有無大 旦ー雪2・. 院 見込み者

※ 

月卒業 平成27年10月
有

平成28年4月
無

月修了・修了見込・在学中

連絡受信先シール

T 

殿

このシールは、「入学手続書類」、その他連絡事項を送付する

場合の宛名として使用します。

T 

殿

(※ (※ 

備 考

※ 

殿


